
M5000/M5600→M7000　リモコンアップグレードについて

EZ7000リモコンをEZ5000/EZ5600でご使用いただく場合、
EZ7000独自の機能（スマートドア機能・メンテナンス時期表示機能）はご使用いただけません。
機能設定（FUNCTION）モードでスマートドア機能（Smart）をONに設定した場合、
自動警戒機能と同じような動作を行います。

また、機能設定（FUNCTION）モードに2nd Carという設定項目が追加されております。
これは、1つのリモコンでEZ5000/5600/7000を装着した2台の車両を使い分ける機能です。
（1台目の車両に2nd Carの設定を○の状態でリモコン登録し、2台目の車両には設定を×に
変更してから登録することで、リモコンを使い分けることができます。）



車両とリモコンを送受信しています

自動予約が正常です(マニュアル接続のみ)

ドアがLOCKしています(警戒)

ドアがUNLOCKしています(警戒解除)

車両からサイレン音が鳴ります

タイマースタート機能を設定しています

ターボタイマー機能を設定しています

リモコン乾電池の残量表示です

リモコンのマナーモードです

常時アイコン　　　 　機　能　説　明 現在時間表示、始動時間残量表示(分:秒)、始動予約時間

スマートドア機能を設定しています

全ての機能が停止している状態です

動作アイコン　　　　　　機　能　説　明

ブレーキパッド交換時期を通知します

エンジンオイル、変速機交換時期を通知します

エアーフィルター交換時期を通知します

エンジンが掛かっています

警戒設定(LOCK)をしています

警戒解除(UNLOCK)をしています

常時アイコン　　　   　機　能　説　明

アイコン機能



オーナーを呼び出しています

盗難発生を知らせます

車両に衝撃が発生しています

非常サイレン中です

警戒設定時に尾灯が点灯しています

トランクが開いています

車両室内温度を表示します

遠隔始動、警戒設定が失敗しました

オプションモードに入ります

プッシュスタートや警報機以外の
用途には絶対使用しないで下さい。

外部衝撃に弱い精密機械なので、
落としたり、子供の手の届かない
ようにご注意下さい。

リモコンは、防水対策されていな
いので、湿気のある場所や水のか
からないように管理して下さい。

注意



(1)0.5：0.5秒を示すので、ボタンを短押して下さい。

(2)2：約2秒間は車両からの反応があるまで、ボタン

　　　を長押して下さい。

(3)−：ボタンを長押し表示です

(4)＋：ボタン2個を同時に押すという意味です。

ボタン別機能

ボタン　　時間(秒)　　　　機　能　設　定

スマート機能停止

ボタンLOCK/UNLOCK

機能停止

オプションモード

ドアLOCK(警戒)/ドアUNLOCK(警戒解除)

AUX1

AUX2

車両状態確認

非常サイレン

遠隔始動ON/OFF

トランクOPEN

メニュー

マナーモードON/OFF

アニメーション

※参考



①バッテリー電圧は1.3V以下の場合、電気を節約するために画面が少し暗くなります。 

②［自動ドア］を設定して使用するとバッテリーの寿命は短くなります。 

　　メニュー 

1.機能設定 

メニュー ⇒ 機能設定 ⇒ 

ボタンⅣを長く押してメニュー

に移動します。 

1)車両無音機能 

ボタンⅠまたはⅡを押して［Mute］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒短く押して　　を選択すると　　が点滅しま

す。ボタンⅢを長押しすると　　が点灯して［Mute］が選択されますが、車両無音状態でも非常サイレン、盗難発

生時サイレンは作動します。 

サイレンは、車の警戒・警戒解除する時、衝撃時または車両確認時サイレン音だけが無音になります。 

　



2)機能停止 

ボタンⅠ又はⅡを押して［Valet］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒短く早く押して　　を選択すると　　が点滅し

ます。ボタンⅢを長押すと　　が点灯して［Valet］が選択されます。 

機能停止は、ボタンⅠのドアLOCK/ドアUNLOCKとボタンⅣの車両状態確認のみが機能します。(他の機能は一時停止

します) 機能停止は、車を貸す場合や、洗車場、駐車場、整備場等でサービスを受ける時に使用すると非常に便利です。 

①ボタンⅠまたはⅡを押して［Passive］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒短く早押して　　を選択すると　　が点

　滅します。ボタンⅢを長押しすると　　が点灯して［Passive］が選択されます。 

②エンジンが停止していて、ドアが閉まっている場合、30秒後に自動でドアがLOCKされて警戒状態になります。 

③遠隔始動中には②と同一で機能停止中には自動警戒が出来ません。 

④［Smart(AT)]が　　と［Passive］が　　になっても［Smart］で作動します。

※この機能は、車内に人を閉じ込めてしまう可能性がありますので、セルフ方式のガソリンスタンド等では使用し

　ないで下さい。

手動で機能停止を使用したい場合、車のキーをキーシリンダーに入れて、1段(ACC)から2段(ON)までを10秒

以内に繰り返して下さい。 

3)自動警戒 

注意 

※リモコン紛失時キーで機能停止する時　キーをACC⇔ONまで4回繰り返しライトフラッシュが1回点灯し、設定完了。



オーナーが車両に長時間いる場合は、自動で交互にドアが開いたり、閉めたりする動作をします。

この時は、ボタン(Ⅱ＋Ⅲ)を同時に0.5秒短く早押しして［スマート停止］機能を設定して下さい。 

ドアLOCK…ボタンⅠを押して警戒解除すると［スマート停止］機能が解除します。 

5)IG LOCK 

　ボタンⅠまたはⅡを押して［IG LOCK］に選択した後、ボタンⅢを0.5秒短く早押して　　を選択すると　　が

　点滅します。ボタンⅢを長押しすると、　　が点灯して［IG LOCK］が選択されます。

　この機能はキーをONにして30秒後にドアが自動で閉まり、キーをOFFにすると自動で解除する機能です。 

※ エンジンが掛かっているか、ドアが開いている間は、スマートドア機能が作動しません。 

4)スマートドア 

　ボタンⅠまたはⅡを押して[Smart]を選択した後、ボタンⅢを0.5秒短く早押しして　　を選択すると　　が点

　滅します。ボタンⅢを長押しすると　　が点灯して[Smart]に選択します。（EZ7000S,EZ7000S-Bはスマートドアが

　基本設定なので、解除は出来ません) 

　リモコンでは　　を表示してお知らせします。 リモコンを携帯したオーナーが車両に近づくと、自動で警戒解

　除をしてドアも開き、離れると15秒で警戒設定になりLOCKします。遠隔始動中に自動で警戒解除後は、車両の

　ドアを開かなくても自動で警戒設定をして、スマートドア機能が一時停止します。 

参考 



6)衝撃感知 

　 ボタンⅠまたはⅡを押し［Shock］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒早押しで　　を選択すると　　が点滅し

　 ます。ボタンⅢを長押しすると　　が点灯して、衝撃感知がOFFになります。 

   衝撃センサーを作動させたくない場合に使用すると便利です。 

　　例)　車両内で睡眠する、動物を車内に残して降りる場合等。 

7)タイマースタート 

   ボタンⅠまたはⅡを押し［Timer］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒早押しで　　を選択すると　　が点滅し

   ます。ボタンⅢを長押しすると　　が点灯して、［Timer］を選択［MENU］⇒［SETUP］⇒［Timer］で設定さ

   れている時間に自動でエンジンが掛かります。設定以降は毎日(24時間)設定時間に自動でエンジンが掛かり

   ます。予約時間を変更する場合、予約始動を　　に設定して、予約時間の変更後に、再度タイマースタートを

   　　に設定します。 

注意 

アイドリングは空き地等の場所で使用して下さい。また倉庫や車庫等の密室の場所では、排気ガス等

の有毒ガスで健康被害を受けますので、絶対に使用しないで下さい。



7. 実時間リモコン報告機能

   警戒状態でオーナーコール、盗難、車体衝撃が発生した場合、常時リモコンで報告する機能です。 

   特に盗難はオーナーがその瞬間に気付いていない事態を想定して、リモコンからピー音で持続的に鳴り続けます。 

   マナーモード設定時では、リモコン前面の2色LEDが交互に素早く点滅します。 

　7-1 オーナーコール機能

　 車両からオーナーを呼ぶ機能です。車両のガラスの　　ステッカーを軽く2回ノックするとオーナーが所持してい

　 るリモコンのベルが4回鳴ります。ベルが鳴る時にリモコンのⅣボタンを早押しすると、車両に確認信号が送られ

　 て車両のライト1回点滅します。

 

　7-2 衝撃報告機能 

　 警報状態で車両に衝撃があった場合、リモコンで報告する機能です。 車両が衝撃を受けると、リモコンからピポー

　 ピポーというサイレン音が連続的に鳴ります。 

　 リモコン報告音を停止したい場合は、ボタンⅠを0.5秒短く早押しします。 

　 

　7-3 盗難報告機能 

　 リモコンで警戒解除をしていない状態では、強制又はキーで車両のドアを開ける場合を盗難状態と認識して、警報

　 機能が作動します。盗難状態ではサイレンが鳴り、リモコンでピポーピポーというサイレン音が連続的に鳴ります。 

　 車両のサイレンは車両無音状態でも動作し、サイレン時間は30秒、オプション設定で60秒に変更出来ます。 

　 リモコン報告音を停止したい場合、ボタンⅠを0.5秒短く早押しします。 

ボタンⅠまたはⅡを押して［Turbo］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒早押して　　を選

択すると　　が点滅します。ボタンⅢを長押しすると　　が点灯し、［Turbo］が選択さ

れます。 

①アイドリング状態でパーキング・ブレーキ(AT)または、サイドブレーキ(マニュアル)

　をかけます。 

②ブレーキを踏んだ状態でスタートボタンを短く押すと、点滅1回とピッと音が1回鳴ります。 

③アイドリングが持続的に維持され、スタートボタンのLEDが対角線に回転します。 

④ドアを開閉します。 

⑤自動でエンジンを2分間(オプション設定により1分に変更することも可能)のアイドリングをします。 

⑥アイドリング中にキーをOFFにすると、点滅1回ピッ音1回が鳴り、アイドリングを維持します。『EZ700S-Bのみ』

 

 注意 

8）ターボタイマー機能(ON/OFF) 

①走行後すぐにエンジンを停止したい時は、ブレーキを踏んでスタートボタンを4秒間押すと即座に
　停止します。ガソリンスタンドでエンジンを止めたい時等に、便利にご使用いただけます。 
②ターボ機能がある車両がエンジンを停止する場合、エンジンを冷却しますので、長距離走行後に選
　択してご使用下さい。 

アイドリングが持続的に維持する間、再びパーキング・ブレーキ(AT)またはサイドブレーキ(マニュ

アル)を解除するとアイドリングが解除され、マニュアル車両は自動予約がキャンセルになります。 

参考 
　



9)オーナーコール 

　ボタンⅠまたはⅡを押して［Car Call］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒早押して　　を選択すると　　が点滅します。

　ボタンⅢを長押しすると　　が点灯して［Car Call］がONになります。 

　また、車両ガラスに貼付された　　を軽くノックすると、警戒状態のみ作動し、オーナーの呼び出しが出来ます。 

　リモコンには　　が表示され、車両からドライバーを呼び出す信号音が鳴ります。この時ドライバーは、ボタンⅣを

　0.5秒早押することで確認とみなし、信号音は停止します。

2.オプション設定 

メニュー ⇒ オプション設定 ⇒ 確認

ボタンⅣを長押しして［MENU］⇒［OPTION］⇒［Check］に選択した後、ボタンⅢを長押しすると現在のオプションの

状態を表示します。 

1）確認

①アイドリングタイマー　20分/10分/3分

　 遠隔始動後にアイドリングを維持する時間を設定します。



　 ボタンⅠまたはⅡを押して［Starting Timer］を選択した後、ボタンⅡを0.5秒早押しして　　を選択すると

　　　 が点滅します。ボタンⅢを長押しすると　　が点灯して、アイドリングタイマーが20分に設定されます。 

②ターボタイマー　2分/1分
 
　 ターボ時間を設定します。 

　 ボタンⅠまたはⅡを押して［Turbo Timer］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒早押しして　　を選択すると　　

　 が点滅します。ボタンⅢを長押すると　　が点灯して、ターボタイマーが2分に設定されます。 

③予約方式　自動/手動 

　 手動車両予約方式を設定します。(EZ7000・EZ7000S専用) 

　 ボタンⅠまたはⅡを押して［Reserve］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒早押しして　　を選択すると　　が点

　 滅します。ボタンⅢを長押すると　　が点灯して、自動予約方式に設定されます。 

④サイレン　30秒/60秒 

　 非常サイレンが鳴る時間を設定します。 

　 ボタンⅠまたはⅡを押して［Siren］を選択した後、ボタンⅢを0.5秒早押しして　　を選択すると　　が点滅

　 します。ボタンⅢを長押すると　　が点灯し、サイレンの鳴る時間が30秒に設定されます。 
　 


